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　　○福津市災害ボランティアセンター設置・運営要綱

改正　令和４年９月16日社協要綱第１号　

（趣旨）
第１条　この要綱は、福津市地域防災計画に基づき、社会福祉法人福津市社会福祉協議会（以下「本会」という。）が、福津市災害ボランティアセンター（以下「センター」という。）を設置するために必要な事項を定めるものとする。
（設置）
第２条　福津市内（以下「市内」という。）において地震、風水害等による大規模災害が発生したことに伴い、福津市（以下「市」という。）が災害対策本部（以下「災対本部」という。）を設置し、被災地域においてボランティアによる円滑な救援活動を実施する必要があると認めたときは、市と本会で協議し、本会がセンターを設置する。
２　協議の結果、センター設置までに至らない場合でも、市民より要請があり、ボランティアによる活動が必要と認められた場合は、市と協働し、要請に対する支援体制を整える。
（事務局）
第３条　センター事務局は、本会事務局内に置くものとする。
（設置場所）
第４条　センター本部の設置場所は、災害により損害や二次災害の恐れが少なく、災害状況に応じてボランティア受け入れ規模を想定し、市と協議の上、最適な場所に設置する。
２　市内の著しく被害を受けた地域にセンターの現地事務所を設置する必要があると認めたときは、市に設置場所の確保を要請する。
３　その他、センター運営に必要な場所の確保は、市との協定に基づき、市が場所を確保する。
（組織）
第５条　センターに、センター長を１名及び副センター長を１名置くものとする。
２　センター長は、本会会長をもって充てる。
３　副センター長は、本会常務理事をもって充てる。
４　センターは、総務班、ニーズ班及びボランティア班の３班で構成し、次の役職を置き、センター長が任命するものとする。
(１)　センター事務局長
(２)　総務班責任者
(３)　ニーズ班責任者
(４)　ボランティア班責任者
（職務）
第６条　センター長は、センターを統括する。
２　副センター長は、センター長を補佐するとともに、センター長に事故あるときは、その職務を代理する。
３　センター事務局長は、災害対策の実務的な業務を統括する。
４　総務班責任者は、総務、会計、広報の実務を統括する。
５　ニーズ班責任者は、ニーズの窓口受付、現地巡回の実務を統括する。
６　ボランティア班責任者は、ボランティア、活動資機材、救護の実務を統括する。
７　その他の本会職員は、上司の命を受け、センターの業務に従事する。
（業務）
第７条　センターを設置した場合は、直ちにボランティア活動を支援するため、市と連携、協力して次の業務を実施する。
(１)　災対本部等との連携による災害情報の収集、提供及び連絡調整
(２)　ボランティア需給状況の把握及び調整
(３)　ボランティアの募集、受付、登録、送り出し及び支援車両による送迎
(４)　センター及びボランティアに関する各種相談、問い合わせ
(５)　ボランティア活動に必要な資機材等の調達
(６)　ボランティア活動保険の加入手続き
(７)　関係機関及び団体等との連絡調整及び派遣要請並びに協力依頼
(８)　その他、センター運営にあたり必要と認められる業務
（支援要請）
第８条　センターは、必要に応じて、近隣社協及び県社協、ＮＰＯ等への職員派遣及び資機材の提供等の支援を要請することができるものとする。
（経費）
第９条　センターの運営に関して次に掲げる費用は、市の負担とする。ただし、法令その他別段の定めがある場合は、その定めによるものとする。
(１)　センター運営に要する本会職員の時間外勤務、週休日及び国民の祝日における勤務の手当て等相当額
(２)　資機材等の購入に要する費用
(３)　需用費等の諸費用
(４)　支援車両（マイクロバス等）による送迎に要する経費相当額
２　前項第１号を除き、本会は公的機関等（市を除く。）から助成金等を受けることができるとき及び当該被災に対する寄附金等を受けたときは、それらを充当し、市の費用負担の対象外とする。
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)３　前２項に定めるもののほか、センターの運営に関し特に必要な費用が発生したとき、又その恐れがあるときは、その都度、市と協議する。
（閉所）
第10条　センターの閉所は、市と協議し決定する。
２　センター閉所後も、残ニーズや新たなニーズに対する支援体制を継続し対応するよう努める。
３　前２項に定める支援体制の終了時期については、被災地域の生活状況等を考慮し判断する。
（平常時の取り組み）
第11条　平常時から災害等に備えたセンター機能の整備に努める。
２　市と平常時から相互に連携し、ボランティア団体、地域住民、防災関係機関等との良好な関係の維持に努め、センターの運営など災害時における支援体制の確立を図る。
３　市が行う災害ボランティアの養成及び自主防災組織の育成に対し協力する。
（補則）
第12条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市と協議の上、決定する。
附　則
この要綱は、平成20年４月１日から施行する。
[bookmark: _GoBack]附　則（令和４年９月16日社協要綱第１号）
この要綱は、令和４年９月16日から施行する。
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